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令和 7 年度第１回丸亀市安全安心まちづくり推進協議会会議録 

日   時 令和 7 年 7 月 14 日（金）14 時 00 分～15 時 00 分 

場   所 市役所 2 階 201・202 会議室 

出 席 者 

（委員） 
馬場宏司、髙畑美嗣、片山直人、武田龍宏、塩田康廣、安藤いく代、菅 佳久、

宮武惠美子、冨木田光子、田宮浩一 
（丸亀警察署交通課長） 
丸山憲一 
（丸亀警察署生活安全課長） 
稲田桂之 
（丸亀・善通寺・多度津地区防犯協会） 
大西美里 
（市学校教育課少年育成センター） 
大塚浩二 
（危機管理課） 
野本あゆみ 
（建設課） 
大平拓史 
（事務局） 
平尾聖、高山誠司、合田桂子、吉田聖子、横田佳奈、田中歩 

欠 席 者 
（委員） 
吉田沢子、三井早苗、藤田登茂子 

傍 聴 者 なし 

議   題 
１．令和 6 年度事業報告 
２．令和 7 年度事業計画（案） 
３．その他 

会 議 概 要 

発 言 者 発 言 要 旨 

事務局（高山） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本日はお忙しい中、お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 
今回、司会を担当いたします丸亀市生活環境課の高山と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
本日の会議は、お手元の資料にある次第に沿って進めさせていただきます。 
はじめに、本協議会について、説明させていただきます。本協議会は、「丸

亀市附属機関会議公開条例及び同条例施行規則」により、原則公開し、傍聴す

ることも可能となっており、会議録についても市のホームページにて、公表い

たします。なお、会議の様子を、撮影させていただきますのでご了承ください。 
それでは、ただいまより、令和７年度丸亀市安全安心まちづくり推進協議会
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会長 
 
事務局（高山） 
 
 
 
 
 
 
事務局（高山） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局（吉田） 

を開催いたします。 
会長は、昨年度に引き続き、髙畑様にお願いいたします。 
それでは、会長に一言ごあいさつをお願いしたいと思います。 
 

 （会長あいさつ） 
 
 ありがとうございました。なお、異動などにより今年度より新しく３名の方

が委員に就任されました。委嘱状の交付につきましては、机上による交付とさ

せていただきますのでご理解いただきますようお願いいたします。 
それでは、新しく委員になられた方もいらっしゃいますので委員の皆様より

自己紹介をいただきたいと思います。 
（自己紹介） 
 
なお、本日は、丸亀市ＰＴＡ連絡協議会 吉田沢子様、丸亀市社会福祉協議

会 三井早苗様、丸亀市老人クラブ連合会 藤田登茂子様がご欠席となってい

ます。 
 次に、後ほど、議事及びその他の報告において、ご説明いただくためにご出

席いただいております方のご紹介をさせていただきます。 
 丸亀警察署交通課長 丸山様、丸亀警察署生活安全課長 稲田様、丸亀・善

通寺・多度津地区防犯協会 大西様、丸亀市少年育成センター所長 大塚様、

丸亀市危機管理課副課長 野本様、丸亀市建設課担当長 大平様 
 皆様よろしくお願いします。 
 

次に、事務局の紹介をさせていただきます。 
 
（自己紹介） 

 
 ここで、会議の成立についてご報告がございます。本日の委員のご出席は 10
人で、委員の 13 人の半数以上の出席となっておりますことから、安全安心ま

ちづくり条例施行規則第３条第１項の規定により本会議が成立していること

をご報告いたします。 
 
 それでは議事に入ります。安全安心まちづくり条例施行規則第３条第１項で

「会長は会議の議長となる」ことになっておりますので、議事の進行は髙畑会

長にお願いいたします。 
  

それでは議事に入りたいと思います。 
 議案第１号 令和６年度の事業報告について、事務局から説明をお願いしま

す。 
（議案第１号 令和６年度事業報告について説明） 
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少年育成センター 
（大塚） 

危機管理課（野本） 
 
会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局（横田） 
 
少年育成センター 

（大塚） 
 
危機管理課（野本） 
 
会長 
 
武田委員 
 
 
 
 
 
 
菅委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（引き続き少年育成センターから事業報告） 
 
（引き続き危機管理課から事業報告） 
 
 ただいまの報告について、何かご質問はございませんか。 
ご質問がないようでしたら、拍手をもってご承認いただきたいと思います。 

 
（拍手で承認） 
 
 拍手多数と認められますので、議案第１号について承認いたします。 
 続きまして、議案第２号 令和７年度事業計画（案）について、事務局から

説明をお願いします。 
 
（議案第２号 令和７年度事業計画（案）について説明） 
 
（引き続き少年育成センターから説明） 
 
 
（引き続き危機管理課から説明） 
 
 ただいまの説明につきまして何かご意見・ご質問はございますか。 
 
 交通安全啓発活動についてですが、私は郡家地区の民生員の会長をしてお

り、またこども園の運営もしています。南中学生における登下校の自転車通学

について交通安全教育の進め方をどのようにされているか。事例を出します

と、細い道から出るときに一旦停止をしないで曲がる。優先道路の車両は徐行

をしているものの避けきれずに接触する事故が多発している。どのような教育

と啓発をしているのか教えていただきたいと思います。 
 

失礼します。全体というより本校の生徒になるんですが、基本的には、全校

集会、各学級担任などで随時、交通安全の啓発をしています。交通安全担当の

教員もおりますので全校集会の際は訓話を。やはり、実際、事故が起こってい

ます。お話いただいたように、先日も脇道から高速の側道に出るところで様子

を見ながら出たんですが生徒の後ろに原付が衝突したとかそういう事故は発

生していますので、事故があった場合は、全校放送などで注意し、自転車の乗

り方のマナーについて指導しているところです。しかし、学校の南側から多く

の生徒が通っており、自転車専用道路が整備されていないのでできるだけ一

列、かつヘルメット着用の登下校を呼びかけているが、学校を離れれば意識も

緩んだり道が狭い、車が来ないと油断しているところもあるので、今後とも警

察の力を借りながら指導を続けていきたい。ご迷惑かけますが、いつでもお声
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武田委員 
 
 
 
菅委員 
 
 
 
 

 
    
 
 
 
会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
塩田委員 
 
 
事務局（合田） 
 
 
 
会長 
 
 
 
 
事務局（高山） 
 

がけいただけば指導いたします。よろしくお願いします。 
 
こういう機会でございますので中学生における、ながら携帯が多数見られる

ので、そこらあたりの点について、一部の生徒だと思いますが、啓発注意をお

願いします。ノーヘルも結構いらっしゃいます。 
 
携帯につきましては、道交法も変わり、ダメだと指導しています。本校に限

らず、高校生であっても扇風機を持ったまま乗ってたりして危ないと思ってい

ます。8 割 9 割の生徒がスマホを持っていると思うので、持たない指導でなく、

持った上でどう使うかの指導していきたい。 
ノーヘルについてですが、だいぶ被るようになってきている。ヘルメットの

形も何でもいいよとなったことで、また努力義務化になったことで小学校時代

から着用指導をしているところもありますので、私が前に南中にいた 10 年前

よりは被っていると思いますが、こちらについても徹底して指導してまいりま

す。よろしくお願いします。 
 
他にご質問ありませんか。ないようでしたら、拍手をもってご承認いただき

たいと思います。 
 
（拍手で承認） 
 
 拍手多数でありますので、議案第２号について承認とさせていただきます。 

議案第１号、第２号については、ご承認いただきありがとうございました。 
ここで、その他で委員の皆さまから何かご意見がありましたら、お願いしたい

と思います。 
 

交通事故死者数が目標４人以下となっているが、これは４人まではいいよと

いうことになるので０にできないのか。０を目標にするのがよいと思います。 
 

３ページにあります市内の交通事故死者数の目標値については、県を参考に

させていただいています。０を目標にさせていただくのが一番いいのですが、

県の動向をみながら検討していきます。 
 
他にご質問ありませんか。ないようでしたら、 
以上で、議事はすべて終了しました。委員の皆さまには本日決定いたしまし

た取り組みについて、ご協力いただきまして、安全で安心なまちづくりにご尽

力いただくことをお願い申し上げまして事務局に進行をお戻しします。 
  

会長ありがとうございました。 
続きまして、その他といたしまして、丸亀警察署交通課長 丸山様から交通 
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丸亀警察署 
交通課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事故の状況などについて、ご報告をお願いしたいと思います。 
 
 丸亀警察署、交通課、丸山と申します。 

私の方からその他というところで、警察から交通事故の概況ということでご

紹介をさせていただこうと思っております。 
 一番最初の事業報告の資料の中に丸亀市の件数が出ていたんですけども、令

和６年中、昨年１年間の日本全国で交通事故の死者数が何人だったのかと。 
これも目標０がいいんですけど、日本全国で 2,663 人ということで、１日当

たりにすると、１日に毎日毎日 7.3 人ほどが亡くなっているというのが現状で

ございます。 
 香川県下の交通事故の発生状況でございますけれども、昨年１年間、人が怪

我をした交通事故が 2,943 件ということで、前年比－98 件なんですけれども、

事故の件数をグラフにすると、県下的にも右肩下がりで減少はしていっている

というところなんですけれども、香川県でも１日に８件程度の人が怪我をする

交通事故がおきているというところでございます。 
 先ほど言いましたように、右肩下がりということなんですけれども、令和６

年中の特徴といたしまして、香川県内の交通事故で 65 歳以上の高齢者が絡む

事故だけが増加をしておりまして、53 件増加して、1,390 件が 65 歳以上の高

齢者が絡む事故となっております。 
 ただ 2,943 件と言いましても、統計に載っていない、物が壊れただけの交通

事故というのが、昨年１年間で 33,000 件、その背景に隠れているというよう

な現状でございます。 
 昨年１年間の香川県の死者数なんですけれども、31 人ということで、丸亀市

は先ほどの資料にもありましたように、令和６年中は３人ということでござい

ました。 
丸亀警察署は、丸亀市・善通寺市・多度津町の２市１町を受け持っておるん

ですけれども、丸亀警察署管内で昨年１年間は６人の死者を出したということ

で、県下ではワースト１位という不名誉な結果でございました。 
 丸亀警察署管内の交通事故は、丸亀警察署だけを見ると令和６年中は 431 件

でございました。そのうち丸亀市だけで、善通寺市と多度津町を省きますと、

人身事故が 301 件という現状でございます。丸亀市だけですと負傷者の方は

365 件で、うち死者が３人ということでございます。 
 先ほど話にありました重傷者については 21 人ということで、令和５年中は

16 人でございましたけれども、５名ほど増加しております。 
 今年に入ってどうなのかというところなんですけれども、今年６月末で１年

間の半分が終了いたしましたところで、今年丸亀市だけで 127 件の交通事故が

発生しております。これは前年比、６月末同時期と比較いたしますと、－21 件

ということで減少はしております。死者については、丸亀市で今年は発生して

ございません。死者０ということで、このままいければいいなというところで

す。 
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事務局（高山） 
 
 
 
丸亀警察署 
生活安全課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 負傷者についてですけれども、丸亀市だけで 155 人ということで、これも前

年比－29 人ということで減少しております。ただ令和５年中丸亀市の物が壊れ

た交通事故が 4,030 件余りです。令和６年中は 4,300 件余り、＋300 件という

ことで、人身事故については－88 件ということなんですけれども、統計に載っ

ていない、物が壊れる軽い事故という統計外のところは実は増加して、事故の

総件数というのは若干増加しているというところで、油断はできないなという

ような現状でございます。 
 丸亀市だけを見てもですね、事故の特徴というのが表れておりまして、時間

帯がやっぱり朝の７時から９時、それと１７時から１８時、朝夕が多いと。金

曜日が一番多い。交差点、交差点付近が多い。あと、高齢者が多いというのと、

夜間重大事故が発生しているということで、昔から香川県下でも全国でも言わ

れているとこや型と言われる、言い方が悪いですけれども、「年寄り」「交差点」

「夜間」、とこや型と言われる事故の特徴がそのまま丸亀でも表れているとい

うような現状でございます。 
 時間の都合上、私からの事故の情勢ということでのご紹介は以上にさせてい

ただきたいと思います。 
 
 ありがとうございました。 

次に丸亀警察署生活安全課長 稲田様より犯罪状況などについてご報告を

お願いいたしします。 
 
生活安全課長の稲田と申します。 
私からは犯罪情勢、それから少年非行、特殊詐欺の概況について説明をさせ

ていただきます。 
今年の６月末現在の暫定値でご説明しようと思っていたんですけども、せっ

かく資料がありますのでこちらの手元の資料で、裏側に青字で一般犯罪とある

と思います。そちらの方に刑法犯・罪種別発生件数という各地区のデータの下

に件数のグラフというか表があると思います。 
こちらに、去年の県下の刑法犯の認知件数 5,858 件と出ております。丸亀署

管内がその右で 1,068 件ということで、いずれも前年に比べ増加しているとい

う状況にありますので説明をさせていただきます。 
その下のピンクの文字のところの少年非行、こちらも確認いただけたらと思

うんですが、香川県では去年 256 件刑法犯少年の検挙があり、これも令和５年

に比べ増加をしている。いわゆる補導、不良行為少年補導をした件数が、左の

表 223 件となっており、これについても、令和５年より 64 件増加ということ

で刑法犯の認知件数、それから少年非行の件数についてもそれぞれ令和５年よ

りかは令和６年が増加しているという状況にあります。 
続いて、令和７年度の６月末現在、これ暫定値ですので資料はないんですけ

ども、これについて説明をします。 
まず犯罪情勢です。６月末現在で、刑法犯の認知件数は約 3,000 件ほど県下
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であります。これは昨年同期に比べて 180 件ほど増加をしている状況にありま

す。 
丸亀警察署管内はと言いますと、約 600 件弱の刑法犯認知件数があり、これ

も昨年同期に比べて、約 50 件の増加をしております。 
どういった犯罪が多発しているのか、というところなんですけれども、やは

り窃盗犯というのが非常に多く、全体の６割弱を占めております。 
その中でも、乗り物盗という、自動車盗・オートバイ盗・自転車盗があるん

ですけれども、これの大半を占める自転車盗では被害にあった件数の７割から

８割が無施錠、鍵ができていないというものでした。 
これをとらえて署では施錠率を上げる取り組みを推進しているところです。

もちろん盗む犯人の方が悪いんですけども、鍵かけは数秒でできる簡単な対策

ですので、確実な施錠を呼びかけているところです。 
ぜひ出席者の皆様の職域においても、周知のほどご協力をお願いできたらと

思います。 
続いて、少年非行の方に移ります。これも今年の６月末現在の暫定値になる

んですが、丸亀警察署管内の非行少年の検挙の人員は昨年同期に比べて５件ほ

ど増加をしております。 
罪種別では、傷害や暴行などの粗暴犯それから先ほど説明した窃盗犯、これ

で半数以上を占めております。また、特徴として、触法少年いわゆる１４歳未

満で刑罰法規に抵触したものが６人増加しております。 
あと不良行為少年の喫煙や深夜徘徊などで補導された少年が前年＋３件と

いうことで、これはほぼ横ばいとなっております。 
最も多かった不良行為の種別は喫煙です。次いで、深夜徘徊となっておりま

す。これは例年同じ特徴になるんですけども、それ以外の今年見える特徴とし

ては飲酒や、不健全性的行為が増加をしております。 
これらをとらえて、犯罪の低年齢化とともに薬物事件に流れる恐れのある飲

酒や喫煙などによる補導が増加しており、懸念をしているところであります。 
当署では、補導活動、検挙などに加えて、薬物乱用防止キャンペーンや学校

への薬物乱用防止教室による抑止対策の両輪で対策をはかっているところで

す。 
最後に特殊詐欺の状況になります。今年の６月末、県下で約 180 件の被害が

あり、これは前年から件数は倍増しております。被害金額は５億 5,000 万ほど

になりまして、これは前年の約３倍ほどにもなっており、非常に厳しい状況に

あります。 
丸亀警察署管内でも、今年６月末で 30 件近くの被害で被害金額も１億円以

上ということでこれも非常に厳しい状況になっております。 
被害者の特性として、まず年齢ですが、これは高齢者に多いと思われるかも

しれませんが、そうではありません。もう各世代、年代で発生をしております。 
最も多い年代が２０代となっております。次いで６０代となっております。

あと男女別で見ますと、男性が６割弱、女性が４割強の被害にあっております。 
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防犯協会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最近多い手口として、件数的には架空料金請求詐欺と言いまして、未払い料

金などを電子マネーで振り込ませるとかそういうものが件数的には多いんで

すが、それ以外に、オレオレ詐欺、警察官語りのオレオレ詐欺が目立ってきて

おります。 
少し詳しく言いますと、警察官を語って携帯電話とか固定電話にまず連絡を

して、そこから SNS のラインに引き込んで、口座内の資金調査名目で送金さ

せるといったオレオレ詐欺が増えてきております。 
よくかかってくる電話で、電話番号の前に＋と表示された電話がかかってこ

られた方もいらっしゃるかもしれませんが、これは国際電話になります。国際

電話からの電話には出ないということ。 
それから、警察官がラインでそういう犯罪捜査について連絡してくることは

ないという点についてぜひ周知していただけたらと思います。 
私の方からの説明は、以上です。 
 
ありがとうございました。 
次に、丸亀・善通寺・多度津地区防犯協会の大西様より防犯協会の活動など

について説明をお願いします。 
 
防犯協会の活動について報告いたします。 
まず、地域防犯活動の推進といたしまして、セーフティトライアングルとい

う丸亀・善通寺・多度津の各市町と警察と防犯協会、この３つの組織が連携し

て防犯に関する今後の取り組み等についての意見交換や実施報告などを行う

会議があるんですけど、それに毎月参加しています。 
また、特殊詐欺や自転車の盗難防止といった各種防犯キャンペーンや各地区

の地域安全推進協議会が開催する活動への参加や、F ネットという詐欺や不審

者事案などが発生した際に情報共有のために各市町の関係機関、学校や公民館

などに情報を配信するネットサービスの実施や防犯啓発チラシの配布、また青

パトでの管内パトロールによる広報活動などを行っています。 
次に、健全育成活動の推進といたしまして、防犯協会では各市町の小中学生

に夏休みの宿題で防犯に関するポスターを描いていただきまして、それを各商

業施設や各市町の役所・役場において展示する防犯ポスター展をしておりまし

て、昨年は商業施設としてフジグラン丸亀、丸亀市役所、善通寺市役所、多度

津町役場の４箇所でそれぞれ開催し、今年度も開催を予定しております。 
また、自転車盗が増加したことに伴いまして、自転車盗難防止キャンペーン

の一環といたしまして、６月９日が語呂合わせでロックの日ということで、そ

の日に合わせまして、JR 丸亀駅駐輪場にて自転車盗難防止キャンペーンを昨

年行いました。 
自転車盗のほとんどが無施錠によることから、自転車の鍵を配布しまして自

転車の施錠を呼びかけました。 
そのほかにも、小学校新１年生への防犯ブザーの配布や DVD や紙芝居の防
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犯教材の貸し出しも行っているところです。 
 短いですが防犯協会の活動の報告とさせていただきます。 

 
ありがとうございました。 
ただいまの、丸亀警察署などからの交通や犯罪等の説明につきまして、何か

ご質問はございませんでしょうか。 
特にないようでございますので、以上をもちまして令和 7 年度第 1 回丸亀市

安全安心まちづくり推進協議会を閉会いたします。本日はご審議ありがとうご

ざいました。 

 


